
7 SLICK遺伝子を保因した子牛の耐暑能力の検証

暑熱耐性の向上が期待されるSLICK遺伝子を保因する子牛（SLICK子牛）は、従来牛に
比べ体表面からの熱放射を効率的に行うことで体温の上昇を抑制していることが推察さ
れました。

【研究内容・成果】【研究の背景】

【技術の活用方法・期待される効果】

（担当室・連絡先）
畜産酪農研究センター 乳牛研究室・0287-36-0428

・近年の猛暑は、乳用牛の乳量や繁殖性
などに深刻な影響を与えています。

・そこで、暑熱耐性の向上が期待される
SLICK遺伝子を保因する乳用牛を作出
し、本県酪農環境への適応性を検証し
ました。

・SLICK牛を牛群に効果的に導入するこ
とで、耐暑性の高い牛群整備が可能に
なります。

・暑熱期の生産性や収益性の改善が期待
されます。

研究課題名：SLICK遺伝子の導入による乳用牛の
暑熱ストレス耐性向上に関する研究

SLICK牛

SLICK子牛 従来子牛
サーモグラフィカメラによる背面体表面画像

背面体表面温度
SLICK子牛 ＞ 従来牛

・SLICK子牛の背面体表面温度が従来子牛より高
く、体表面からの熱放射が効率的に行えてい
ました。
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